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令和５年度 社会福祉法人昭和福祉会 事業計画

【基本方針】

理念である『わたしたちは、ご利用者を第一に考え真心あるサービスの提供に努めま

す。』を基本とし、誠実で思いやりの気持ちを持って、社会福祉法人として、地域で生

活されている高齢者の方が、住み慣れた環境の中で暮らしが継続できるよう、施設や事

業所間、行政や関係機関と連携し限られた人材、設備、資金等を活用し、より質の高い

サービスを効率良く長期的に提供出来るような運営に努めて参ります。

感染症や様々な災害が発生した場合であっても、ご利用者に必要なサービスが継続的

に提供できる体制を維持できるよう、業務継続計画(BCP)の確認と更新の実施、また、

非常災害協力隊員参加のシミュレーションに取り組みます。

慢性的な職員不足であっても各種サービスとの連携を強化し、介護 ICT(情報通信技

術)を活用しながらご利用者の尊厳を保持し、科学的に効果が裏付けられた質の高いサ

ービスの提供に努めます。また、人材の確保や介護現場の革新のためにも、介護 ICT

の活用や加算の取得等で業務効率化や負担の軽減と処遇改善を図ります。そのために今

後も人事考課制度を有効活用し、法人としての共有すべき価値観や行動基準を浸透させ、

上司と部下が同じ期待像を共有化することで方向性を確認しながら『何を目標に成し遂

げればいいのか』という視点を明確にし取り組んで参ります。

Ⅰ 特別養護老人ホーム昭和ホーム「本館」

【基本事項】

（１）従来型多床室のため、個別ケアの提供に努めます。

・ご利用者一人ひとりの個性や生活歴を尊重し、集団生活への調和と安全性に配慮

し、穏やかな生活が送れるよう支援します。

・短期入所ご利用者については、在宅での生活の延長と心身機能の維持に配慮しま

す。

（２）信頼できる施設づくりの基本として職員教育を実施します。

・感染症や災害が発生した場合でも、必要なサービスの提供が継続できるよう、業

務継続計画(BCP)の確認、研修の実施、訓練等の実施に努めます。

・防災・非常時災害対策の充実と体制強化のため、毎月の訓練と非常時用機器の取

り扱い方法の周知と点検を実施します。

・事故防止と発生時の適切な対応をとるためにリスクマネジメントの研修を実施し

、安全担当者を定め、組織的な安全対策体制を整備します。

・接遇やハラスメント対策、ストレスマネジメントに関する研修を実施します。

・各種送迎や、通勤等における安全運転と事故防止を徹底します。
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（３）ご利用者の権利擁護のために、虐待防止、不適切なケアの防止、身体拘束ゼロを

継続します。

・身体拘束を行わない介護技術や虐待に関する研修、また、不適切なケアに対する

アンケートの実施や、原因となりえるストレスマネジメントの研修など、施設長

を先頭に全職員で取り組み、職員自らが制度を理解し確実に実践することで、よ

り良いサービスの向上に繋げます。

特別養護老人ホーム昭和ホーム「ユニット館」

【基本事項】

（１）ユニットケアの特性を活かし、ご利用者一人ひとりの個性や生活リズムに合わせ

たサービスの提供に努めます。また、ご利用者同士が相互に社会的関係を築きそ

の人らしく活きいきと自律的な日常生活を営んでいただくよう支援いたします。

・本人の意思や生活習慣が優先される居住空間を整備します。

・１０～１４人ずつのユニットグループ形成と職員の固定配置によりなじみの関係

を構築しご利用者それぞれの２４時間の暮らしを支えます。

・今後も２４時間シート(個別日課表)を作成し、記録との連動により、ケアの統一

化と質の向上に努め、ケアプラン更新時には２４時間シートを見直してご利用者

の状況変化を反映させます。

（２）信頼できる施設づくりの基本として職員教育を実施します。

・感染症や災害が発生した場合でも、必要なサービスの提供が継続できるよう、業

務継続計画(BCP)の確認、研修の実施、訓練等の実施に努めます。

・防災・非常時災害対策の充実と体制強化のため、毎月の訓練と非常時用機器の取

り扱い方法の周知と点検を実施します。

・事故防止と発生時の適切な対応をとるためにリスクマネジメントの研修を実施し

、安全担当者を定め、組織的な安全対策体制を整備します。

・接遇やハラスメント対策、ストレスマネジメントに関する研修を実施します。

・各種送迎や、通勤等における安全運転と事故防止を徹底します。

（３）ご利用者の権利擁護のために、虐待防止、不適切なケアの防止、身体拘束ゼロを

継続します。

・身体拘束を行わない介護技術や虐待に関する研修、また、不適切なケアに対する

アンケートの実施や、原因となりえるストレスマネジメントの研修など、施設長

を先頭に全職員で取り組み職員自らが制度を理解し確実に実践することで、施設

内の不適切ケアにも繋がらないよう努めます。
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【重点事項】

□総務係

①経営基盤の強化

・法人本部・昭和ホーム本館・ユニット館拠点区分毎に、適正な会計処理を行います。

・効率的な運営の準備期間とし、経費節減・業務改善に努めます。

・各種補助金を有効に活用し、運営の安定に繋げて行きます。

・ホームページ・ハローワーク・職員募集広告等を活用し、引き続き人材確保に努め

ます。

②職員の資質向上

・計画的な外部・オンライン・動画研修への参加及び、内部研修の充実のため、年間

研修計画を作成し職員に周知を図ります。

・経験年数や職種に応じたキャリアアップのために、外部・オンライン・動画研修の

活用を図りながら、内部研修も充実させ、全体的な研修体系の確立を図ります。

・職員の能力開発・育成への活用、公正な職員処遇の実現、個人の意欲の喚起と組

織活性化のため、適正な人事考課を行います。

□生活相談係

①日常生活の支援

サービス計画書には、ご利用者、ご家族の意向を中心にどのようなサービスを提供す

るかをわかりやすく記載します。ご利用者の状態に変化が見られたら、その都度更新し

ます。また、ご利用者が日常生活の中で抱くちょっとした心配事を気軽に相談できるよ

うな環境作りに取り組みます。

②ご家族への支援

ご家族宛にご利用者の生活の様子を個別に作成し、近況報告として定期的に送付しま

す。面会制限がある期間でも、面会方法や情報提供を充実させ、ご利用者やご家族の方

に満足いただけるよう取り組みます。

③地域・関係機関との連携

感染予防対策を講じながら、地域の方々やボランティアなどを受け入れ、ご利用者が

笑顔で穏やかに過ごせる環境作りに努めます。

居宅介護支援事業所と連携を図りながら、地域住民のニーズに応えられるよう柔軟な

対応ができるよう取り組みます。

□養護係（本館）

①施設内で生活されるご利用者一人ひとりの生活歴・人生観の理解･把握に務めます。

その方らしく過ごせるようケアプランに沿ったサービスの提供をします。

②障害や認知症があっても、その方らしく過ごせるよう、行動の理解・把握に務めます。

施設での生活に不安感などを感じさせないよう、小まめにコミュニケーションを図る。

③介護技術の内部研修会を開催し介護技術の習得・向上を図ります。また、外部・オン
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ライン研修を受講し、より良いサービスの提供に努めます。

④施設全体で連携・協力し情報共有を行い、ご利用者一人ひとりが安心して穏やかに過

ごすことが出来るように、生活の質の向上に努めます。

□養護係（ユニット館）

①ご利用者、一人ひとりの意向を尊重し暮らしの継続と自分の住まいと思えるような環

境作りに努めます。

②ケアプランの把握と周知を徹底し統一したケアと個別ケアが出来るよう努め、自律的

な生活が送れるよう支援します。

③内部研修の実施や動画研修、外部研修へ参加し知識と技術を習得し職員同士で共有、

実践しよりよい支援ができるよう努めます。

④他部署との情報の共有、連携を密にし施設全体での協力体制作りに努めます。

□看護係

①ご利用者の健康管理、服薬管理

多職種との連携により、統一した視点で日常の健康把握を行います。異常の兆候を早

期に発見し、医師への連絡、指示を仰ぎ適切な処置をします。

看護師同士・介護職員と共に薬の確認をしあい、服薬事故を防ぎます。万が一服薬事

故が起きてしまった場合、リスクマネジメント委員会で協議し、最も適切な再発予防策

を講じます。

②医療キーパーソンとしての役割

嘱託医の指示を他部署へ報告し、情報共有によりご利用者の健康を守ります。新型コ

ロナウイルス感染症で面会ができないなか、ご家族の報告を今まで以上に詳しくお伝え

し、現在の状況を確実に把握できるよう努めます。医療についてご本人、ご家族、施設

職員をつなぐ役割、窓口としての職務を担います。

③看取り支援

ご本人とご家族の意向に沿い、希望時は看取り支援を行います。施設看取りの方針を

十分に説明、同意を得た上で看取りケアを開始します。他部署との連携を図りながら行

い、身体の保清と安楽な看取りを実施します。

④褥瘡予防と早期治癒

ヘルスケア委員会をはじめとして多職種と協働し、褥瘡予防に努めます。褥瘡発生は

早期対応を行い、早期治癒に努めます。

□栄養係

①ご利用者一人ひとりの健康状態を把握し、他職種と連携を図り栄養ケアを実践し健康

維持・増進に努めます。

②季節感のある食材を取り入れ、ご利用者の嗜好・形状に合わせた食事を適温で提供し

ます。また四季折々の行事食や複数のメニューから選ぶ選択食など定期的に献立に取り

入れ、食の楽しみの場を広げていきます。また状況を見ながらご利用者参加型の行事や
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おやつの手作りなどを行い、食を通してのコミュニケーションを図ります。

③職員の徹底した衛生管理を行い、感染症の拡大防止や食中毒の予防に努めます。また

栄養士・調理員が動画視聴研修等を行い、知識向上を図り安心安全な食事の提供に努め

ます。

【具体的事項】

□委員会体制の充実

本年度、各委員会の構成メンバーは２年目を迎えるため、委員会の活動内容をより専

門性に特化した活動とします。コロナ禍のため本館、ユニット館それぞれに会議開催を

していましたが、今後は感染状況をみながら、感染対策を徹底し合同での会議開催を計

画し、各委員会がそれぞれに自主性を発揮し活発に活動を行えるよう支援していき、会

議や活動への参加率の向上を目指していきます。

各委員会の事業計画については、別紙のとおり。

Ⅱ すみれ荘居宅介護支援事業所

【基本事項】

要介護状態にある、ご利用者の意思を尊重し、その有する能力を活かし住み慣れたご

自宅で、可能な限り自立した質の高い生活を営み、状態の悪化を予防できるように、医

療機関や関係機関等と連携を図り、適切なサービスが利用できるように支援を行います。

【重点事項】

①要介護状態にある、、ご利用者が可能な限り、ご自宅で自立した生活を営むことがで

きるように配慮し、おかれている環境や状態に応じて、ご利用者及びご家族の意向に基

づき、適切なサービスが提供できるように支援を行っていきます。

②入院時は、医療機関への情報提供を行い、医療機関やサービス事業所等と連携を図り、

退院後に適切なサービスを提供し、在宅生活が継続することができるように支援を行っ

ていきます。

③昭和村役場、地域包括支援センターや関係事業所等と良好な関係を築き、情報収集や

連携に努め、ご利用者が住み慣れた地域で、安心して在宅生活が送ることができるよう

に支援を行っていきます。

Ⅲ 居宅介護サービス事業

【基本事項】

在宅で要介護状態となった場合においても、そのご利用者が可能な限りその在宅にお

いて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう生活機能の維持

又は向上を目指します。

ご利用者に対し身体的、精神的および環境面を考慮した通所介護サービス計画を作成

し、日常生活の自立支援に向け入浴、排泄等の介護、健康管理および療養上のお世話、
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認知症対応や個別機能訓練等の専門性を追求したサービスを目指します。ご利用者一人

ひとりの意思及び人格を尊重し、心身の機能維持および明るく家庭的な雰囲気づくりに

努め、家族との結び付きを密接にするよう取り組みます。

１．介護保険事業 重点事項

通所介護事業

①専門職としての知識と技術の向上を図り、質の高いサービスの提供に努め、利用者の日常生活動作の

維持、向上に向けて取り組むと共に、家庭的な雰囲気の中で楽しく安全で 安心して過ごして頂けるデイ

サービスを目指します。

②ご利用者の身体的及び精神的な状態を勘案して、通所介護計画・介護予防通所介護計

画を策定し、その有する能力に応じた自立支援が営まれるよう援助します。

③作業療法士が身体の状態を評価してその人に合ったオーダーメイドのリハビリメニュ

ーを作成し、メニューに基づいて看護師と協働でリハビリを実施します。歩行の安定や

機能維持・向上ができるよう取り組み、在宅での自立した生活に繋げていくよう個別機

能訓練の充実を図ります。

④ご利用者様の意向及び趣味を考慮しつつ、生活に張り合いを見出すためアクティビテ

ィの取り組みを積極的に行う。（文化祭への参加を行いこれに向けた個別の作品制作の

促しなど）特に身体機能維持・向上や口腔機能向上等の積極的な取り組みを行います。

⑤利用前の状態確認、利用中の状態観察をデイサービス利用連絡帳や送迎時の口頭での

申し送りを行いご家族様との連携を図ります。主治医からの連絡、報告事項については

看護師から的確に報告することでご家族との信頼関係を築きます。

訪問介護事業

①サービスの質の向上を図るため、手順書の徹底と訪問介護計画書の見直しを行い、全員が共有し標準

化したサービス提供ができるよう努めます。

②ご利用者・ご家族と信頼関係を築き、ご利用者の求めている生活に近づき、利用して良かったと思っ

ていただけるようなサービス提供を目指します。

③遠方にいるご家族には定期的に連絡を取り、近況報告を実施します。訪問介護サービスに留まらず、

ご利用者の生活状況の把握に努め、他の関係機関と連携して安心して在宅で生活できるように支援しま

す。

≪共通≫

①月1回の会議を設け、ご利用者満足度の向上に向け検討、実施すします。

②経験や専門性を活かし、安全で安心できる質の高い介護サービスを提供できるよう、

ヒヤリハット・事故報告書を再検討し再発防止に努めます。

③ 外部研修への参加と内部研修の充実を図り、専門職として知識と技術向上を目指し

ます。資質向上に向けて、認知症高齢者の対応方法、介護技術、口腔ケア等 について

オンラインを活用しての研修に取り組みます。
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２．指定管理事業 重点事項

１）高齢者生活支援センター

①入居者に対する複合的な生活支援、介護に努め、入居者のプライバシーに配慮し、共

同の生活のルール内での最大限に個別の希望が見たされるよう努めます。

②入居者が安心して生活が送れるよう主治医、包括支援センターと連携を図り、各種相

談、助言、緊急時の対応を迅速にできるよう努めます。

③要介護者が増える中で、ご利用者の状態に合わせた対応を関係機関及びご家族等と相

談し、ご利用者の意思を尊重した対応を図ります。

２）配食サービス事業

①ご利用者の状況を把握、効率化を図るためお弁当の配達はデイサービス送迎時に実施

し、配達時の声掛けや見守り等を実施し必要に応じ地域包括支援センター等に報告しま

す。

②食事の提供による健康維持及び献立表等を利用して食への関心を高めます。美味しく

安心して召し上がっていただくために、ご利用者の食事形態に合わせた調理及び盛りつ

けの工夫に努めます。

３）車椅子同乗軽自動車貸出事業

①在宅の要援護・要介護高齢者等の方の外出を助け、障害をもたれた方々の社会参加を

促進していくために専用車両の貸出を実施し、生活の利便性が図られるよう努めます。

４）昭和村地域生活移動支援事業

①障害のある方が、自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう、地域の

特性や本人の状況に応じ、柔軟な形態により実施します。

②障害のある方の福祉の増進を図るとともに、人格と個性を尊重し安心して暮らすこと

のできる地域社会の実現に寄与することを目指します。

５）高齢者等外出支援サービス事業

①一般の交通機関では外出が困難な高齢者等に対し、介護予防、生きがいづくりのため

高齢者等の日常生活の利便を確保し、生活圏の拡大を図るこよう努めます。

②高齢者等が住み慣れた地域で生活していくために、日常生活で必要となる医療機関等

への通院の支援を行うことにより、住民の福祉サービスの向上が図れるよう努めます。


